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１． 事業者名及び代表者名

清水廃棄物事業有限会社　

代表取締役　　遠藤　裕之

２． 所在地

静岡県静岡市清水区山原８３１番地の２

３． 会社履歴

法人設立　２００２年１月

資本金　　　　３００万円

決算期　　　　　　 　３月

４． 環境管理の責任者及び担当者氏名、連絡先

環境管理責任者：　事務長　松永 智

担当者　　　　　　：　　同上

連絡先　　　　　　：　　電話　０５４-３６１-２１７７　　Ｆａｘ　０５４-３６１-２１７８

５． 事業の概要

静岡市委託業務

・一般廃棄物（家庭ごみ）の収集・運搬

・小動物死体回収・運搬

６． 事業の規模

事業年度　：　 当年４月　～　翌年３月

売上高　：　 １６,４３４万円（２０２２年度） １６,０５７万円（２０１９年度）

車両

塵芥車：１１台　　軽貨物：２台　その他：１台

　収集実績

７． レポートの運用期間及び発行日

運用期間　：　２０２２年４月１日　～　２０２３年３月３１日

発行日　 　：　２０２３年５月３１日　

８． 対象範囲（認証・登録範囲）

対象活動：収集運搬・回収運搬作業、事務所作業全般

対象組織：全社（全組織・全活動）

２８５，２２７ｋｍ　

２７，８７６ｋｍ　

５７，８９０ℓ　

２,１３８ℓ　

Ⅰ　組織の概要と範囲(認証・登録）

家庭ごみ収集運搬

小動物死体回収運搬

収集量 走行距離 燃料

2019年度
（基準期間）

１６，２８８ｔ　

－

2022年度
（運用期間）

家庭ごみ収集運搬 １５，７３３ｔ　 ２８０，２２７ｋｍ　 ５８，６３１ℓ　

小動物死体回収運搬 － ２２，５５３ｋｍ　 １,５４０ℓ　

１



　清水廃棄物事業有限会社は、静岡市より委託を請け「家庭ごみの収集運搬」「小動物の死体

回収運搬」の各業務を行っております。いずれも市民生活に直結する業務であり良好な環境維

持のため、「確実・継続・より良いサービスの提供」をキーワードに活動してまいりました。

今後は、地球環境保全が人類共通の重要課題であることも視野に環境経営に取組み、活動の

あらゆる面で環境保全に配慮し、次世代への継承に貢献いたします。

　 　環境経営方針を、全従業員に周知し、環境保全への意識の向上を図ります。

１． 電気、燃料の消費抑制で、二酸化炭素の排出削減に努めます。

２． 収集運搬時のエコドライブを実施します。

３． 節水活動による水使用量の削減に努めます。

４． 廃棄物の削減および再利用・再資源化の推進に努めます。

５． 環境物品の購入比率向上を行います。

６． 環境関連法規、条例等を遵守します。

７． 環境関連の外部講習等への参加で現状向上を目指します。

８． 環境経営の継続的改善を誓約します。

制定日

改訂

清水廃棄物事業有限会社

代表取締役社長　遠藤　裕之

[環境経営理念]

[基本方針]

２０２２年０７月０１日

Ⅱ　　環境経営方針

２０２０年１１月３０日

２



＜環境管理組織における機能＞
経営責任者

① 環境経営全般に対しての責任と権限
② 環境経営方針の作成と社員への周知
③ 環境管理責任者の任命
④ 実施体制の構築
⑤ 経営における課題とチャンスを整理し、明確にする
⑥ 全体の評価と見直し

環境管理責任者
① 環境経営活動の推進
② 環境経営目標及び環境経営計画の作成
③ 環境経営推進会議の実施
④ 経営者への進捗報告

EA-21活動事務局
① 各部門のデータのまとめ
② 環境経営計画の予実績管理
③ 環境負荷・環境への取組みの自己チェックの実施
④ 環境管理責任者補佐
⑤ 環境関連法規制等最新版管理
⑥ 文書・記録の管理

各部門
① 環境経営計画の実施
② 月別部門データの集計
③ 問題点の把握と是正の実施
④ 推進会議の出席
⑤ 従業員教育

（事務長）

（代表取締役社長）

EA-21活動事務局

（事務長）

２０２３年４月１日現在

松永　智

Ⅲ　実施体制

松永　智

遠藤　裕之

環境管理責任者

経営責任者

収集・運搬

（リーダー）

佐々木 勇介

事務部門

（リーダー）

松永 智

３



１．運用期間（2022年4月〜2023年3月）の環境目標

基準期間

2019年4月
〜

2020年3月

基準値 目標削減率 目標値

㎏-CO2 163,395 -1.0% 161,761

電力１（100V） kwｈ 13,339 -1.0% 13,206

電力２（エアコン） kwｈ 2,305 -1.0% 2,282

電力３（洗車場） kwｈ 1,003 -1.0% 993

ガソリン L 2,139 -1.0% 2,117

軽油 L 57,891 -1.0% 57,312

灯油 L 200 -1.0% 198

プロパンガス kg 195 -1.0% 193

kg 1,860 -1.0% 1841

㎥ 878 -1.0% 869

市民への分別指導　　※ 件 － 現状把握

＜備考＞

★　電力（１～３）の基準値については、２０２２年度の値を今後の基準値とすべきか考察する。

　　　（２０２１年７月から、洗車汚水処理施設稼働により大幅に利用量が増加したため）

基準年度

2019年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

2019年4月
〜

2020年3月

2022年4月
〜

2023年3月

2023年4月
〜

2024年3月

2024年4月
〜

2025年3月

2025年4月
〜

2026年3月

㎏-CO2 163,395 -1% -1.5% -2% -2.5%

電力１（100V） kwｈ 13,339 -1% -1.5% -2% -2.5%

電力２（エアコン） kwｈ 2,305 -1% -1.5% -2% -2.5%

電力３（洗車場） kwｈ 1,003 -1% -1.5% -2% -2.5%

ガソリン L 2,139 -1% -1.5% -2% -2.5%

軽油 L 57,891 -1% -1.5% -2% -2.5%

灯油 L 200 -1% -1.5% -2% -2.5%

プロパンガス kg 195 -1% -1.5% -2% -2.5%

kg 1,860 -1% -1.5% -2% -2.5%

㎥ 878 -1% -1.5% -2% -2.5%

市民への分別指導　※ 件 － 現状把握 現状把握 要検討 要検討

＜備考＞

「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、中部電力（2020年度）の調整後排出係数「0.480㎏-CO2/kWh」を使用した。

※　排出指導シールの貼付け　（収集対象外の場合、シールを貼って回収しない）

Ⅳ　環境経営目標

項目 単位

内
　
訳
 

(

使
用
量

）

運用期間

項目

　二酸化炭素排出量

２．中長期の環境目標

１．「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、中部電力（2020年度）の調整後排出係数「0.480㎏-CO2/kWh」を使用した。

単位

2022年4月
〜

2023年3月

水使用量

一般廃棄物排出量

水使用量

内
　
訳
 

(

使
用
量

）

　二酸化炭素排出量

目  標  年  度

一般廃棄物排出量

２．事業年度4月～翌年3月。

４



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

① 不在箇所の消灯の徹底

② 空調機の温度設定　（夏季２７℃　冬季２０℃）

③ 照明器具の定期清掃

事務局 ④ 空調機フィルター定期清掃

⑤ 夏季、打ち水等の実施

⑥ 不要なＰＣの電源ＯＦＦ

① エコドライブ

② 日常・定期点検の実施

現場
ﾘｰﾀﾞｰ

③ 省エネ車の導入検討

④ ルートの最適化検討

⑤ 暖機運転の適性化実施（冬季）

① 適正な温度設定

② こまめな停止

理事会 ① 太陽光発電導入検討

事務局 ② 自動販売機の省エネ対策検討

① コピー回数の削減（2枚を１回で、後切断）

事務局 ② 封筒の再利用

③ 廃棄物の分別とリサイクル

① 節水表示

事務局 ② 洗車の効率化

③ 水漏れ点検・止水

① 従業員への定期的な訓練の実施

② ４Ｓ活動の実施

③ 敷地内緑化活動実施

④ 環境保全活動等への参加

現場
ﾘｰﾀﾞｰ

⑤ 市民への分別指導（シール貼り付け）

スケジュール

Ⅴ　環境経営計画

（運用期間：2022年4月～2023年3月）

活動項目目的

購入電力

二酸化炭素
の削減

全般

車両

責任者項目区分

灯油

ＬＰＧ

設備等

燃料

その他

事務局

事務局

その他

上水
水使用量の

削減

５



①　運用期間（2022年4月〜2023年3月）の実績

基準期間

2019年4月
〜

2020年3月

基準値
目標

削減率
目標値

実績
削減率

実績値 評価

163,395 -1% 161,761 6% 172,492 ×

電力１(100V) 13,339 -1% 13,206 12% 14,956 ×

電力２（エアコン） 2,305 -1% 2,282 356% 10,511 ×

電力３（洗車場） 1,003 -1% 993 97% 1,980 ×

ガソリン 2,139 -1% 2,117 -28% 1,540 ○

軽油 57,891 -1% 57,312 4% 60,021 △

灯油 200 -1% 198 -10% 180 ○

プロパンガス 195 -1% 193 -25% 146 ○

1,860 -1% 1841 0% 1862 △

878 -1% 869 -37% 556 ○

16,288 － － － 15,733 －

排出事業者への分別指導 - 現状把握 355 －

＜評　価＞

原　因

是　正

原　因

是　正

原　因

是　正

②次年度の環境経営目標

項目としては変更はないが、電力１，２，３の数値については、２０２２年度の値を基に

この値から削減していくように活動していく予定。（基準期間の変更）

①2021年7月から洗車汚水処理施設が稼働し、必要なモーター電源がここからとられた。

①様子見とする（事務所のエアコンについては適切に使用していく）

電力３
（洗車場）

①組合員所有の車の洗車が増えた。汚水処理施設が稼働し洗車台数が増えた。

①様子見とする。

電力1
（100V）

①冬季に大容量の加湿器を導入した。

①様子見とする。

運用期間

㎏

L

単位

ｔ

㎏-CO2

kwｈ

kwｈ

Ⅵ　環境経営目標の実績・取組結果並びに次年度の環境経営目標

項目

kwｈ

㎏

件

電力２
（ｴｱｺﾝ）

二酸化炭素排出量

L

内
　
訳
　

（
使
用
量

）

2022年4月〜2023年3月

一般廃棄物排出量

L

水使用量 ㎥

家庭ごみ収集運搬量（参考）

６



（運用期間：2022年4月～2023年3月）

次年度の取組

評価 内容 2023年4月～

① 不在箇所の消灯の徹底 △ 掲示　時折不要時点灯があった 継続実施

② 空調機の温度設定　（夏季２７℃　冬季２０℃） △ 掲示　時々設定外の時があった 継続実施

③ 照明器具の定期清掃 ○ 実施した 継続実施

④ 空調機フィルター定期清掃 ○ 実施した 継続実施

⑤ 夏季、打ち水等の実施 ○ 実施した 夏季に実施

⑥ 不要なＰＣの電源ＯＦＦ ○ 実施した 継続実施

① エコドライブ △ 実施（エコドライブ表で管理） 継続実施

② 日常・定期点検の実施 ○ 実施（点検表にて管理） 継続実施

③ 省エネ車の導入検討 － 継続検討

④ ルートの最適化検討 ○ 実施（状況に応じて随時見直し） 継続実施

⑤ 暖機運転の適性化実施（冬季） △ 実施（エコドライブ表で管理） 継続実施

① 適正な温度設定 ○ 掲示　徹底できた 継続実施

② こまめな停止 ○ 実施 継続実施

① 太陽光発電導入検討 － 新規で検討

② 自動販売機の省エネ対策検討 － 今後業者と相談

① コピー回数の削減（2枚を１回で、後切断） ○ 実施 継続実施

② 封筒の再利用 △ 一部実施できた 継続実施

③ 廃棄物の分別とリサイクル △ 実施（完全にはできなかった） 継続実施

① 節水表示 ○ 実施（該当箇所に掲示した） 継続実施

② 洗車の効率化 ○ 実施　徹底できた 継続実施

③ 水漏れ点検・止水 ○ 実施　徹底できた

① 従業員への定期的な訓練の実施 △ 実施　頻度が少なかった 継続実施

② ４Ｓ活動の実施 △ 実施　徹底度が今一つだった 継続実施

③ 敷地内緑化活動実施 ○ 実施 継続実施

④ 環境保全活動等への参加 ○ 新規検討・参加を計画する

⑤ 市民への分別指導（シール貼り付け） ○ 実施 継続実施

発行日：２０２２年４月２０日

【評価】

○：　 良くできた

△：　 まあまあできた

×：　 出来なかった

－：　 実施なし

評価

全般

燃料

水使用量の
削減

上水

設備等

Ⅶ　環境経営計画の取組結果とその評価，及び次年度の環境経営計画

目的 区分 項目 活動項目

二酸化炭素
の削減

購入電力

車両

灯油

ＬＰＧ

その他

その他

廃棄物
の削減

７



１． 環境関連法規の遵守状況

評価日　2023年5月26日

法律・条例 条項 遵守事項または規制基準 当社の適用及び対応 遵守評価

第10条 浄化槽の保守点検及び清掃に実施 保守点検及び定期清掃の実施 ○

第11条 指定検査機関による水質に関する検査の実施 法定検査の実施（１回／年） ○

家電リサイクル法（特定家庭用機
器再商品化法）

第6条
特定家庭用機器廃棄物の収集・運搬をする者
等への適切な引き渡し、料金の支払

指定家電廃棄時のサイクル料金
の支払

○

第8条 使用済自動車の引渡義務

第73条 使用済自動車の引き取り業者への引き渡し リサイクル料金の支払（廃車時）

第55条 乗車又は積載の方法
設備された場所以外の乗車又は
積載の禁止

○

第70条 安全運転の義務
危害を及ぼさないような速度と方
法で運転

○

第74条 車両等の使用者の義務 交通法規の遵守 ○

道路運送車両法 第47条の2 日常点検整備及び定期点検整備
・日常点検整備
・定期点検整備（3か月点検整備
、6か月点検整備 、１年点検整備）

○

消防法 第9条の4 指定可燃物の届出 紙屑、プラスチック類 該当なし

地球温暖化対策推進法 第25条 温室効果ガス発生抑制 エコアクション２１にて取組 ○

フロン排出抑制法 第16条 定期点検 エコアクション２１にて取組 ○

環境基本法 第8条
公害防止、自然環境保全
環境負荷低減

エコアクション２１にて取組 ○

２． 静岡市委託業務仕様書の遵守

　　　　（１）　車両の申請・登録と、車両への「委託車」表示

　　　　（２）　複数名乗車

　　　　（３）　清潔かつ好感を持てる作業服の着用

　　　　（４）　新設・丁寧な言動

　　　　（５）　その他仕様書に記載の事項

３． 違反、訴訟等の有無

　　　　２０２３年３月３１日まで、対象事象無し

浄化槽法

Ⅷ　環境関連法規等の遵守状況確認及び評価の結果，並びに違反,訴訟等の有無

自動車リサイクル法（使用済自動
車の再資源化等に関する法律）

道路交通法

○

８



作成　 2023年5月23日

1

2

3

4

5

6

7

8

昨年度、洗車場設備整備が終了し、２０２２年度の各種値が今後の基準値となります。

エコアクション２１の認証を頂き約２年が経過しようとしていますが

活動の一部に、マンネリ化しているところがあるように感じています。

更新に向けて、自ら定めた目標を確実にクリアするよう、日々の活動を強化して参ります。

再生可能エネルギー等の採用も、前向きに検討していきたいと考えます。

２
・
代
表
者
の
コ
メ
ン
ト

項    目

Ⅸ　代表者による全体の評価と見直し・指示

見
直
し
に
係
る
指
示
事
項

その他（                                            ）

エコアクション21文書

環境経営目標及び目標達成状況

環境経営計画及び取り組み実施状況

環境関連法規要求一覧及び遵守状況

実施体制

見直しの内容　・　指示事項

無

有

無

無

無

問題点の是正・予防措置の実施状況 無

環境経営方針 無

代表取締役　遠藤　裕之

無

2023年5月24日

清水廃棄物事業有限会社

９


